
 《補正予算額》  一般会計   64億9358万6千円
   （債務負担⾏為） 101億936万5千円

 《主な内容》  

 

 

 

 

 

「『県⺠の命と暮らしを守るツキノワグマ対策』総合パッケージ 1.0」を実⾏するとと
もに、医療・介護等提供体制や教育環境の整備、原料米価格高騰への対応などに必要な補
正予算を編成
 なお、国の経済対策及び補正予算については、国の対応を踏まえ速やかな予算化を検討

県⺠⽣活の安全・安⼼の確保 （債務負担⾏為）

県営林経営費特別会計 36万9千円  総合リハビリテーション事業会計 2925万1千円

・ 清泉大学（仮称）農学部の設置を支援するため、施設・設備整備費を助成

・ 介護施設における介護ロボットやICTの導入を補助し、介護現場の生産性向上を支援

ない妊産婦の方に対する交通費支援の拡充等を実施

医療・介護等提供体制の整備  1億3169万2千円
・ ⽊曽地域における安⼼・安全な出産環境を整備するため、遠方の分娩取扱施設等を利⽤せざるを得

県⽴高校における学習環境を改善するため、夏季に使⽤する特別教室等へエアコンを設置

・ 原料米価格高騰の影響を受け経営改善に取り組む事業者を緊急的に支援するため、県産加⼯⽤米等
の購入費⽤を補助

電気事業会計 2250万8千円  水道事業会計 1448万2千円

・ DWAT（災害派遣福祉チーム）の体制強化に向け、災害拠点福祉施設を指定し、資機材を整備

原料⽶価格⾼騰への対応  2億9052万円

春夏の観光シーズンに向け、安全で円滑な道路環境を確保するため、劣化した舗装や不鮮明な区画・

ツキノワグマ対策の推進  3251万2千円
・ ツキノワグマによる人身被害ゼロを目指し、きめ細かな情報発信を展開するほか、市町村における

教育環境の整備  10億8128万9千円

線補修⼯事等を前倒しして実施

・

ゾーニング管理導入を支援
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クマ広報プロジェクト事業　　3035万8千円 <林務部>

　〔ツキノワグマによる人身被害:０人〕

ツキノワグマゾーニング管理導入推進事業　　215万4千円 <林務部>

　〔県内全市町村でのゾーニング管理導入（2026年度）〕

木曽地域における出産環境整備事業　　247万8千円 <健康福祉部>

災害拠点福祉施設整備支援事業　　510万5千円 <健康福祉部>

介護テクノロジー定着支援事業　　1億2410万9千円 <健康福祉部>

　〔介護ロボット・ICT等導入支援件数:130件以上（2025年度）〕

県立高校空調設備整備事業　　10億8128万9千円（債務負担行為　1億9558万6千円） <教育委員会>

清泉大学新学部設置支援事業　　　（債務負担行為　4億円） <県民文化部>

　〔農学部新設による長野県の食と農を支える人材の輩出:85名（2031年度）〕

特別支援学校施設整備事業　　　（債務負担行為　7832万4千円） <教育委員会>

（新）

災害時における長野県DWAT（災害派遣福祉チーム）の支援力の向上や安定した派遣体制の構築を図るた
め、災害拠点福祉施設を指定し、資機材を整備
　　・補助対象者　（福）長野県社会福祉協議会

（新）

　若槻養護学校の改築に伴う既存校舎の除却に当たり、アスベスト除去工事を実施

令和９年４月開設予定の清泉大学（仮称）農学部の設置を支援するため、千曲市が同大学設置者に補助
する経費に対し助成

医療へのアクセスが不便となる木曽地域における安心・安全な出産環境を整備するため、遠方の分娩取
扱施設等を利用せざるを得ない妊産婦に対する交通費支援の拡充等を実施
　　・妊産婦に対する交通費等の負担軽減
　　・陣痛タクシーの導入促進
　　・健診・分娩医療機関間の連携体制の構築

（新）

介護現場の生産性向上を図るため、介護施設における業務負担軽減や効率化に資する介護ロボットやICT
等の介護テクノロジーの導入経費を補助

長期化する猛暑を踏まえ県立高校における学習環境等を改善するため、夏季に使用する特別教室等の空
調整備率が令和９年度までに100%となるよう、エアコン設置に順次着手
　　・特別教室、実習室、管理諸室への家庭用エアコン等設置　458室
　　・実習室への業務用エアコン設置に係る設計　194室

（新）

県民や観光客の「正しくおそれ、正しく備える」意識の醸成を図るため、ターゲットに応じた分かりや
すく、身を守る行動につながる効果的な情報発信を展開

（新）

ツキノワグマが日常生活圏へ出没するリスクを軽減させるため、市町村におけるゾーニング管理の導入
を支援
　　・県全域のゾーニング案の策定、市町村向けゾーニング管理導入研修会の開催

（新）

教育環境の整備

医療・介護等提供体制の整備

ツキノワグマ対策の推進
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県産加工用米等価格高騰対策事業　　2億9052万円 <産業労働部>

　〔補助金交付事業者数:200件（2025年度）〕

補助公共事業・県単独公共事業・交通安全施設整備事業　　　（債務負担行為　19億5000万円） <建設部・警察本部>

災害復旧事業　　　（債務負担行為　3000万円） <建設部>

信州デスティネーションキャンペーン準備事業　　750万円（債務負担行為　300万円） <観光スポーツ部>

長野県150周年記念事業　　　（債務負担行為　2778万9千円） <県民文化部>

　〔ロゴ・PRツール利用申請数:225件（2026年４月～12月）〕

カスタマーハラスメント防止対策事業　　990万円 <総務部>

宿泊税導入に向けた準備事業　　1801万7千円（債務負担行為　848万4千円） <観光スポーツ部>

指定管理者による施設管理費　　（債務負担行為　74億1618万2千円） <県民文化部・健康福祉部・産業労働部・建設部>

令和８年に長野県誕生150周年を迎えるに当たり、県民一人ひとりの郷土愛をさらに深め、新たな行動を
促す契機とするため、記念式典等のイベント・キャンペーンを実施

　県有施設の管理費用について、債務負担行為を設定
　　・県立美術館、松本あさひ学園、信濃学園、戸倉野外趣味活動センター、松本平広域公園

県民サービス向上に向けた誰もが働きやすい長野県庁の実現に向け、カスタマーハラスメント対策を推
進するため、録音告知機能を有する通話録音装置を導入

（新）

　令和７年７月の大雨で被災した道路の復旧工事を実施

　春夏の観光シーズンに向け、道路舗装の修繕や除雪等により不鮮明となった区画線の補修・横断歩道の
塗替え等を前倒しして実施

（新）

令和９年に開催予定の信州デスティネーションキャンペーン（DC）や令和８年のプレDCに向けた準備を
実施
　　・キャッチフレーズやロゴの制作、観光商談会等で活用する映像の撮影
　　・機運醸成のためのノベルティ作成　等

　宿泊税条例の円滑かつ適正な運用に向け、必要な準備を実施
　　・宿泊事業者が行う宿泊税対応のためのシステム改修補助を引き続き実施
　　・宿泊税制度の周知

加工用米等（酒米及び加工用米）の仕入れ価格の高騰を受け、経営改善に取り組む事業者を緊急的に支
援するため、県産加工用米等の購入費用の一部を補助
　　・補助対象者　県内に本社を置く中小企業者
　　・補助対象経費　令和７年産加工用米等の購入費用
　　・補助率　令和６年産加工用米等からの価格高騰額の1/2以内

その他

県民生活の安全・安心の確保

原料米価格高騰への対応
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人事委員会勧告に基づく給与改定・給特法改正を踏まえた教員の処遇改善　　45億7491万3千円 <全部局>

人事委員会勧告に基づく給与改定や会計年度任用職員の報酬改定、公立の義務教育諸学校等の教育職員
の給与等に関する特別措置法（給特法）等の改正を踏まえた教員の処遇改善を実施
　　・月例給、特別給（ボーナス）の引上げ　等（当初予算に計上済みの20億円を除く所要額を計上）
　　・教員に係る教職調整額、管理職本給の引上げ　等
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